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                  緒     言
 マ ツ属は さし木 が非常 に困難で,こ れが育種 ヒに大 きな障碍の1つ となつてい る。 筆者等はマツ1
の育種の基礎研究 の1部 として,こ れ らの さし木試験をお こなつてい る。… 般にマ ツ属の さし木の                                           き
期 は1～3刀 と8～9刀 との2回 で あり,春 新 芽が伸びは じめてか ら,夏 のは じめの伸び終るまで
期間 において は,極 めて 発根 がわ るいとされて いる。 しか しPinus sylvestrisで 伸長成長の休止1
た直後 の新芽が充 分木化 していない時期に さしつけ るとよ く発根す るとい う報告(の)があ るので,こ れ卍
再検 討し,あ わせて第1次 枝と第2次 枝 とのあいだの発根 力の差異,鹿 沼土 と赤.f:と の用土として`
適否 を明 らか にす る目的で実験 した。期待 したよ うなよい成績 はえ られ なか つたが,わ ずかなが らヨ
根 したものが あつたか ら,一 ・応その概要をと りまとめて報 告す る。
 本 論にはい るるに さきだ ち,い ろいろ御指 示をたまわつた上 田弘一郎 教授 にたいして深,1の 謝意月
表す る。
                  材 料 お よ び 方 法
 当試験地に植栽せ られ ている内外 産マツ類10種 を選 び,そ の丁長成長riを7G][]ご とに測定 し・月
長 が休止 した時期に,>Vl年 生 の側枝 を1次 枝 と2次 枝 とにわけて採取 した。母樹の種類,年 令,長 這
採 穂 および さしつけ年 月 日は第1表 に示す とお りであ る、
                                  Table 1.
樹 種 ・り・棚 冷 轡 及覚し唱 さ1,Lng、臨a,、 轟、さ 一
 species of pine age of mather Colecting time  第 一 次枝    第 二 次 枝                  
tree          of cuttings     first branch   seeond braneh                                                                           一一 一
Pinus denseflora I   8   1 1957.6.4  1 40-X50-em-1  30-cm
" Thunbergii  9  !1957・6・11  40～50 
1 30
 〃   radiata           5         1957、6.11          20      .     15
                                                              1
 〃   pungens          5         ユ957.6.26         20      1     15
" vi。gi。iana  5  1957.6.2G  20 1 15
 〃   echinata           5         1957,7.10          20            15
 〃    Griffitii           5          1957.7.10          30             20
 〃   Ayaeahuite       5      2  1957.7.10         20      1     15
 〃   peuee             5         1957,7,10          20            15
                                1
 〃   luchuensis        5         1957.7,]0         20            15
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 さし穂は さし木 直前に前記側枝 を切 りとり,た だ ちに赤 上の泥の 中に切 り口を入れ,さ しつ け場所
C運 び安全 カ ミソ リの匁で基部を襖形 に切りなお し,再 び泥の中に入 れてか ら,穂 木 の約施が土 中に
aる ようにさしつけた。
 用士は赤土,鹿 沼土 とし,こ れ らを 苗畑につ くつた横1皿 縦2mの 木製権の 中に20 cmの あつ さに
Y'れた。
 さしつけ後は 日光 の直 射を防 ぐ目的でスギ皮 の覆 いをほど こし,乾 燥 しな い程度 に適宜灌水 した ほ
.pには特別な管理 は しなかつた。
                実 験 結 果 お よ び考 察
 1958年4,月28日 に一斉 に掘 り取 り,活 着 および発根の状態な どを調査 した。その結果は第2表 の と
おりであ る。
 さし穂は7月 下旬～8月 上旬頃か ら,葉 が黄色にな りは じめ,や がてほ とん ど全部 が枯死 して しま
った。 と くに枯損は鹿沼土 にさしつ けた場合 に多 く,わ ずか にP.Ayacahuiteが12%活 着 した にす ぎ
なかつた、赤土に さしつけた もの も活着率は非常にひ くかつたが,鹿 沼土に さしつけた ものよ りはた
吠,P. PungensとP. echinataと は全部枯死 したが,そ の他の8種 はわずかなが らも活着 した。
獺 した さし穂を掘 り取 り調査 したと ころ,す べ て基部 が腐敗 していた。腐敗 の原因はいろいろ考 え
られ るが,さ し穂が充分木 化 してお らず菌にたいす る抵 抗力のよわかつたことや,さ し穂 が大 きす ぎ
て,蒸 散量が多かつたために穂の生 活力が減退 した ことなどが1つ の大 きな原 因では なか つたか と考
えられ る。
                               s)s)   a)
 マツ類 の さし木 ではカル スの形成 が発根 の必要 条件 と考 え られて いるが,千 葉はア カマツで カル ス
が形成 されず に発根す ることを報告 して いる。 しか し本実験 においては,す べて カル スか ら発根 し,
カルス以外 の部位 か らの発根 はみとめ られ なかつ た(第2表 参照)。
 前述 したようにカル スの形成せ られ ることが発根に必要 な前提条件で あるか どうかについては多少
D疑 問が あるが,カ ル スが形成 され ると,枯 死腐敗 しに くくな るか ら,マ ツ類 の さし木 が,発 根 に長
胡間かか り,し か も比較的腐敗 しやすい こと,カ ル スか らの発根 の多い ことな どを考慮す ると,カ ル
zを 早 く形成 させ ることが発根率をたかめ る重要な鍵 とな るのではないかと思 われる。発根 率は第2
葭に示 した とおり,き わめてわ るかつたが,供 試 樹種 中ではP.radiataが 最 もよ く発根 し,根 長 もま
ヒ大で あつた。鹿沼土 と赤土 とではP.Ayacahuiteを 除 き,い ずれ の樹種で も赤土 にさしつ けた場合
こよ く発 根 した。 これ は伊佐(の)の結 果 と一 致 してい る。 したがつてさ し木 の用土 と しては一・般 に鹿沼土
kり も赤土がす ぐれてい るよ うに思われ るが,P. Ayacahuiteの よ うな例外 も認 め られ るか ら,樹 種
こよつて用土 を選択す る必 要があるのか も知れな い。 この点 につ いては更 に厳密 な研究を おこな う必
要が あろ う。
 Deuberに よれば,第(り)1次 枝は第2次 枝 よりも発根がわ るい とい う。 しか しKommisarovのP. sy(の)-
vestrisを 用いての実験 ではまつた く反対 の結 果が でて いる。 本実験の結果では明 らかな差は認め ら
τなかつたが,わ ずか なが ら第2次 枝 のほうが よ く発根 した。ただ しさし穂の長 さにかな りの差があ
bか ら,厳 密 な比較 はできない。 これ につ いては今後充分検討す る必要があ ると考え る。
     2)
KommisarovはP. sylvestrisで は夏のは じめ成長が休止 した直後 の7刀5日 ～12日 に さしつ けた
さし穂だ けが発根 し,そ の前後 の6月20日,7月20日 に さしつけた ものは全 く発根 しなか つたと報告
している。本実験 は時期を追つて さしつけた ものではな く,は た してKommisarovの 採穂時期 と一
致していたか どうかわか らないが,す でに述べ たよ うに発根 は非常 にわ るかつた。 しか し実験実行上
に不備な点が多多あつたと思 われ るか ら,た だちにこの成長休止期 にさしつ けた場合 には発根 しに く
                                                 Table 2.調  査.結  果 Result of inqui「y                    o
                                                                                                                            悼
                    1     第 Fir、t b,a畜、 枝       第,,cond b。an,h枝
           樹 種 床 土 来しつ籔 活 率 着 稼 暴 発 率 根 殺 鍛 轟 鍵 栄しつ籔 活 率 着 稼 垂 発 率 根yyw¥o/!M簸 覆 箆
                             number survival Percent rooting average average number survival PerceIlt rooiting average average
         species of pine soil of of °f   number length of of °f   number lengthcallused   of of    callus d   of of
                    .      cuttings  percent euttings  Percent  roots   root  cuttings Pereent euttings  pereent  roots   root
         Rd…ifl・・a 秀,d土 3・ 2・  ・  …      26  ・  ・  …
             〃  藷濫a 24  ・  ・  …      26 ・  ・  …
         P.…nbergii秀 。d土 44  3  ・  ・  …    7  ・  ・  …
             "  Kanma 40  0  0  0  0  0 19 0  0  0  0  0
         P.・・d・…  禿,d土 ・5 2・ ・3  6  4・ 5・…   3・ 3・ 3・  5.… o.・
                                    ヒ        ー.「
                     Knma 15  0  0  0  0  0 10  0  0  0  0  0
         P.pung・n・ r,d土 29 ・ ・ …     、3・,…     .・ ・
             〃 藩濫a29 ・ ・ …     136 …     .・1・
         P.…g・…n・ rr,詰 …  3  3  …      38 ・7 ・・  5  2・ 26・3                                                                                                    1
             〃  1器 蓋a 3・  ・ ・ ・  ・  ・  ・ ・・  ・  ・  …
                                                   -
         P.echinata firedL- 10  0  0 i O  O  O 10  0  0  0  0  0                                                                                                     1
             〃  蓋酷 。1・・  ・  ・  ・  ・  ・ …   1・  °  °,°                      . -
         P.G・…ii r,d土1・6 ・'・ …     29 4・ 35 ・ ・,°                     
Kanmal 15 0 0 0 0 0 34 0iO O O O                                                                                                  i                                 i
         P.A…ah・・t・兆,d土 ・・  ・  ・  ・  ・  ・ ・・  ・  ・  …
             〃  蓋濫 。.・7 ・2 ・2 ・212.・ ・2.・ ・9 …     12.・ ・                            .                                                                                                                                                                                                                     I
         P.・・uce r,-L-d ・8 …   L ・ ・ 29 2・ 7 31°12°.°
              " IKama!191010101010132  0  0  01010                                    .
、 P.luchuensis red.36 8t3 ° 、 °.° 31 26 6 ° ° °                        τ幽
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いと断定することはできない。また同じ時期にアカマツで高取木をおこない非常にたかい発根率をえ
でいるから,お そらくさし穂の栄養生理的な条件は発根に適 しているが,穂 木がまだ充分木化してい
ないために諸害にたいする抵抗力がよわく,活 着したさし穂の中にも,か ろうじて生 き残つている状
態で発根するだけの力がないものが多いのであろうと考えられる。 したがつて,消 毒による菌害の防
除,さ し穂をよわ らせないためのL夫,例 えば穂ず くりの方法,風 や日光にたいする処置,適 度の灌
水などの実験方法の改善により発根率はある程度までたかめることができるのではないかと思われる
が,こ れ らについては将来の研究にまたねばならない。
         摘    要
 本 実 験 は 内 外 産 マ ツ 類10種(P.deniflora, P. Thunbengii,
P.radiata, P. Ayacahuite, P. Pungens, Y. virginiana, P.
echinata, P.(xriffitii, P. Peuce, P. luchuensis)の 伸 長 量 を
7日 目 ご と に 測 定 し,伸 長 が 一 時 休 止 し た 夏 の は じめ に 当 年
生 の 側 枝 を1次 枝 と2次 枝 と に わ け て 採 穂 し,赤 土 と鹿 沼 土
の 床 に さ し つ け た 。 翌 年4月28日 一 斉 に 掘 り と り 調 べ た 結 果
次 の と お り で あ つ た 。
 P.Pungens, P. echinataは10000の 枯(ロ)死を し め し た 。 他 の
も の は わ ず か な が ら活 着 し た が,発 根 は 非 常 に ひ くか つ た 。
発 根 率 はP.radiataが も つ と も た か く30° °,次 い でP. Ay-
acahuiteが7%, P, virginiaが5%であ つ た 。 さ し 穂 の 大
き さ に か な り の 差 が あ つ た か ら,厳 密 に は 比 較 出 来 な い が,1次 枝 と2次 枝 と で は2次 枝 の 方 が 発 根
率 は た か か つ た 。 赤 土 床 に 挿 しつ け た 場 合 は 鹿 沼 土 床 に 挿 し つ け た 場 合 よ り多 少 よ く発 根 し た 。
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Rèsumé
   This repot deals with the results of the experiments on the rooting behavior of the cuttings, which  'ere collected from the pines (seven—nine years old) in the first su
mmer when the elongation growth of 
 ines was once stopped. As the cutting materialt, the authors used the first and the second branches 
  the ten species. 
   These species were P. densiflora, P.  Thunbergii, P. radiata, P.  pence, P. Ayacahuite, P. pungens, P. 
 irginiana, P.  echinata, P. Griffitii and P. luchuensis. In  June—July 1957, the cuttings were planted on 
 le Kanuma and redish  clawey loam, and the condition of the rooting was investigated in April 1958. 
   1) All the cuttings of P. pungens and P. echinata withered, while those of the other species survived 
;41--3%). 
   2) P. radiata rooted up to 30%, P. Ayacahuite 7% and P. virginiana 5 %. All cuttings of the other
94 
species were not rooted. 
   3) The cuttings taken from the 2nd branch showed a fairly good rooting percentage in  comparisot 
with those taken from the 1st branch. But in view of the fact that these cuttings differred  considerably 
in length, this comparison cannot be accurate. 
   4) As the propagating media, the redish  clayey loam was better than the Kamuma soil.
